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発表者 

サンプリングは 500kHz で取得しており、そこからデータ処理の便宜のために 20kHz のロー

パスフィルタをかけて SRS 解析を行っています。少なくとも 10kHz 以下の高周波数成分は

評価できていると考えています。 

 

質問者 

高周波成分が含まれているように見えたのでもっと高い周波数成分までプロットするとど

うなるのかが気になったので質問させて頂きました。 

 

発表者 

加速度センサの応答周波数が 20kHz までしかないので、それ以降は少なくとも今の計測系

では評価できません。かつ、それくらいの高周波になると供試体を破壊するような振動で

はないと考えているので今回は評価していません。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.3. AES 衛星“SOCRATES”の開発および   
軌道上評価結果 

 

株式会社 エイ･イー･エス 

福山 岳司 氏 
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質疑応答 
 
質問者① JAXA 構造機構グループ 佐々木様 

今回実証衛星ということで将来的な展望があると思うが、全体重量のリソースとして 8kg

という値をもう少し増やすことは可能なのか。またミッション部の自由度を増やすことは

可能なのか。 

 

発表者 

今回小型衛星標準バスとして開発しているが、ミッション側の要求を極力叶える形で衛星

を作っていくことになると考えている。 

 

質問者 

現状 8kg の重量ということだが、これを 10kg 程度にすることはできないのか。 

 

発表者 

ご要望があることは承知しているので、その時々に応じて設計していきたいと考えている。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術センター 福添様 

すでに引き合い等もあると考えているが具体的にどのような要望が挙がっているのか、も

しくはそのような意見交換を始めているのかという点をお伺いしたい。また差別化という

観点で、将来的にこの衛星がどのような強み、売りを持って展開していくのか等展望をお

聞かせいただきたい。 

 

発表者 

今後の具体的な計画はまだ無いが引き合いは何件か頂いている。また弊社としてこれまで

小型衛星の機器を開発してきた実績があり、試験に対するノウハウが強みであると考えて

いる。すなわち確実な衛星を作ることができるという点を強みにして今後開発を行ってい

きたいと考えている。 

 

質問者 

ユーザがさほど専門技術を持たなくとも、ミッション要求に応じてソリューションを提供

できるという強みで今後展開していきたいということが伝わった。 

 

質問者② 三菱重工 河野様 

試験で見つかった不具合があり苦労されたとのことだが、その中でも PAF 分離面が滑って

衛星が回転してしまったという不具合について具体的にどのような事象が発生し、どのよ
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発表者 
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質問者② JAXA 環境試験技術センター 福添様 

すでに引き合い等もあると考えているが具体的にどのような要望が挙がっているのか、も
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きたいと考えている。 

 

質問者 
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できるという強みで今後展開していきたいということが伝わった。 

 

質問者② 三菱重工 河野様 

試験で見つかった不具合があり苦労されたとのことだが、その中でも PAF 分離面が滑って

衛星が回転してしまったという不具合について具体的にどのような事象が発生し、どのよ

うに解決したのか紹介していただきたい。 

 

発表者 

PAF と呼ばれる分離機構は円筒形をしておりロケット側と衛星側がある。衛星と PAF はク

ランプバンドと呼ばれるバンドで固定しているが、この分離面で滑りが発生し衛星が回転

したという事象である。この不具合が発生した後、入力加振レベルを調査したところそも

そも PAF の設計値範囲外の加振レベルであったことが判明した。解決方法としてはその部

分でノッチングを行った。 

 

質問者 

機軸に対して直角の方向の力はクランプバンドによる摩擦で受けようとしていたが、その

規格仕様を超える環境を与えてしまったことが原因ということか。 

 

発表者 

その通りである。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術センター 施様 

最近の小型衛星の成功率が高くない中でほとんどフルサクセスまで達成されており、貴社

は試験に対するノウハウをお持ちとのことだが、実際どの試験標準を使用されたのかをお

伺いしたい。例えば JAXA の試験標準を参考にテーラリングを行ったのか、全く別の試験

標準を参考にされたのか教えていただきたい。 

 

発表者 

試験標準は JAXA 様の小型衛星試験標準を参考にさせていただいた。 
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